ら ない。 飲めく く、 そして イダ ー リアの 冠に ブラ 

ンブシ ゥムの 雨 を 降らさう ご 

「虻 色の 翼 を もった GodKonsu が ナイルの 上流で 探 

し 索め た Osiris の 花 をく はへ て オリンピアの 上空に 

現れた 時の やうに、 俺達 は 愉快 だ ご 

と 私 は 満腔の 想 ひ を 空に 向って 次々 に 追放す るかの 

やうに 腕 を 張り、 胸を拡 いて、 続ける のであった。 

誰も 気がつかなかった が 私 は、 喜びの あまり、 近頃 

私が 創作した 最も 得意な 小説のう ちで、 最も 愚かな 一 

ェ ピキュ ー ル 学徒が 街角の タパ ンで 見得 を 切って ゐる 

騒ぎで、 その 口真似 をした ので ある。 



る 酒の 名前 を 叫び、 ェピ キュ— ル 学徒と、 ストア 学徒 

の 声色 をつ かって、 浮れ 抜いた。 

「ブラボ ピピ ヤスよ、 歌って 呉れ、 お前が 歌へ 

ば 口— ルツ ヒ 先生の 嘆きの 歌で あらう と、 ヨハンの 樽 

の 歌で あらう と、 何の 見境 ひもな く 俺達 一同 は 五月の 

朝風に 撫でられる 孔雀 歯朶の やうに 従順に なびいて 陶 

酔の 無呵 有に 眠る であらうよ —— ウル ノビ ノ 生れの 愛 

しき ピピ ヤスよ …… 」 

「シッ ダルよ、 俺の カップに、 シラキ ウス 産の 「南方 

の 魔術師」 を 注いで 呉れ。 Y 村の 七郎 丸の 盃に は、 「ィ 

ダ ー リアの 灌奠 酒」 を —— お前の 思 ひ 人で ある、 あの 



みめうる 

貌麗 はしい 美術 学生に はヴェ ネトの 「口 ー タス」 を I 

I 都から 遊びに 来て ゐる、 この 俺の 友人に は、 ロン バ 

ルディの 「ファ ティアの 夢」 を …… 」 

私が 斯んな こと を 云って、 カップ をつ きつける と、 

酒 や 毒薬よりも 怖れて ゐる 彼等 は ギヨ ッ！ として 眼 

を視 張った。 

「友よ、 驚くな かれ！ A は、 ヴェ ネトの キャンディ 

であり、 B は シラキ ウスの ベル モ、 そして C は ロン バ 

ルディの マルサラ だよ —— 」 

が、 それでも 彼等 は 不安な 眼 をし ばた、 いて ゐ るの 

で、 



昼の やうな 月夜だった。 

「 …… ヮ セダ/ \ ！」 

「凄い …… 月夜 だ。」 

「 」 

一同 は 口々 に、 間断な く 喋舌リ 続けて ゐ るので あつ 

たが、 何 を 云って ゐる のか 解る 害 もな く、 また 私 も 何 

か 祈り ごとめ いた ことで も 口吟みた くな つて、 

(私 は、 「山上の 館」 で 万物流転の 法則 を 研究す るより 

も、 一杯の 「ファ ティアの 夢」 に 酔って 健康な 己れ を 

感じたい 唯 物 至上 派で ございます。 私 は、 私の 悴をス 

トァ 大学に 入れた くありません。 御 校の 舞踏 科へ 入学 



させた く 思 ひます。) 

(い ゝぇ私 は ピザの 物理学者の 助手と して、 球 拾 ひの 

研究 でも させて やった 方が 望ましい のであります。) 

など、 眩いて ゐ ると、 「ファ ティアの 夢」 だけ を 聞き 

とら へ て、 

「まあ、 あなたが 甘酒 を 飲む ッ て？」 

と 妻が 嬉し さう に 云った。 彼女 は 常々 私の 和 酒 好み 

を 嫌って、 せめて カク テ— ルの 調合 位 ゐには 興味 を 持 

つて 呉れ、 そして、 いろくな 酒罎を 本棚に でも 並べ 

て、 殺風景な 部屋の 飾りに でもして お呉れ —— など、 

云って ゐ たので ある。 



「 」 

私 は 説明す る わけに も 行かなかった ので、 妻の 顔 を 

近く のぞき 込んで、 

「何う も エピキュリアン であるら しい 自分 を 俺 は 悲し 

みながら も —— 」 

云 ひながら 私 は、 その 手 をと つて キス を 与へ ようと 

したら、 背後から、 

「馬鹿！」 

II の 叫び声と 一 緒に 凄い 平手が 私の 頰で 鳴った。 

私が、 妻の つもりで 手 をと つたの は ブル ゥ カノの テル 

ちゃんで、 それ を 認めた 妻が 私 を 打った ので ある。 



「しまった！」 

と 叫んで 私 は 逃げ出した。 ずッと 先へ 進んで ゐる 

ェ ー ルの 連中に 追 ひ つ いて 救 ひ を 求めなければ ならな 

かった。 

「妾が、 うしろに ゐ るの も 知らないで、 馬鹿ね。 つか 

まへ て、 もっと/^ 打って やらう ご 

妻 は 追 ひついて 来た。 

男 も 女 も 差別な く、 海老茶の ネクタイ を 結び、 W の 

セ ー タを着 そろへ てゐ るの だが、 その上に 同じ やうな 

大きさの 妻と テル 子 II 私 は 逃げながら 時々 振り かへ 

つて 見る の だが、 昼の 通りに 明るい 月夜で あるに も 
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